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※データは日本は平成23年、それ以外は平成21年時点の数字 
*文科省「諸外国および国内におけるスポーツ振興施策等に関する調査研究」（平成22年度） 
** 2013 SGMA 「Sports & Fitness Participation Topline Report」 
***総務省「平成23年社会生活基本調査」 

水泳人口 諸外国との比較 

日本の水泳人口は海外の水泳が盛んな国に次ぐ割合である 
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オリンピックにおけるメダル獲得数 

順位 国 メダル数 

1 アメリカ 166 

2 オーストラリア 86 

3 中国 67 

4 日本 42 

5 ロシア 41 

※ シドニー、アテネ、北京、ロンドン、リオオリ
ンピックにおける水泳競技(競泳、シンクロ、 
飛込、水球)の金、銀、銅メダルの合計 

スポーツの種類別行動者数(H23)(全国) 

順位 種類 行動者数※(千人) 

1 ウォーキング 40,172 

2 ボウリング 14,621 

3 水泳 12,030 

…
 

10 野球 8,122 

11 サッカー 6,375 

＜出所＞平成23年社会生活基本調査(総務省) 
※年に１回以上そのスポーツを行う人数 

国内でも愛好者が多く、メダル数も世界でも屈指 

資料：東京都 オリンピックパラリンピック準備局 

水泳の位置づけ 
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マクロに見れば水泳人口自体は減り続けているものの… 
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東京都の競技登録者数自体は増加し、本格化は進んでいる 

東京都では、 
シニアや入門なども増え続けている。 
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IOCのキーワードとレガシー 

レガシーとは、オリンピックを触媒に、開催都市の長期的な発展プランをどうつくるか、
が問われるもの 

資料： 2016年10月20日「World Forum on Sport and Culture」でのIOCトーマス・バッハ会長講演より 

実現可能性 
（フィージビ
リティー） 

継続可能性 
（サステイナ
ビリティ） 

良い遺産 
（レガシー） 

触媒たるオリン
ピックは、都市
の長期的な発展
プランにとって、
何に貢献できる
か？ 

大会後の施設運用ま
で含めて、コスト安
く実現できるか？ 
後々誰も使わないよ
うな「負の遺産」に
ならないか？ 

大会要件を満たす
施設を、現実的に
用意可能か？ 
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レガシーと経済性・経済効果（例示） 

レガシーの充実により、単に施設利用料の増加だけでなく、税金増、インバウンド増など、
様々な経済循環効果が期待できる 

日本的水泳文化の進展・ブランドのアップ 

都立 
アクアティクス
センターと 
レガシー施策 
（関連施設の利用料、
サービス料など） 

都税アップ 
行政コスト

減 

インバウンド
*の増加 

関連企業
収入増 

社会保障コス
トの低減 

健康の増進 
寿命伸長 

水泳
人口
増、 
頻度
増 

スポンサー
の増加 

トップ 
・アスリート 

競技者 

都民 

成長 

成長 

指導 

指導 

経済の流れ 

スポー
ツ科学
の発展 

• 施設運営費
だけの経済
でない 

• 施設だけで
もない 

• 建設費・運
営費が大き
なサイクル
の中で回収
される 

* 外国人旅行者を自国へ誘致すること 
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• コーチング
システム 

• ハイテクを
含めた指導
手法の研
究・進化・
普及 
 

アスリート人生における各施策・施設の位置付け（例示） 

アスリートは、幼少期に泳いだプールに戻ってきて、オリンピアンとして指導者を育成し、小さな子を
わくわくさせるような、アスリートライフの好循環を作る 

都の他の
施設 
（東京体育館な
ど） 

国立JISS 

都立 
アクア
ティクス
センター 

地元施設
（区のプール、
スポーツジム、
学校施設など） 

子ども 学生 競技者 セカンドライフ 
オリン
ピアン 

• 将来のアスリート候補を生み出
し育てる仕組み 

• トップアスリートと直接触れる、
指導を受ける機会を通じた多く
の児童の水泳競技への関心・興
味の醸成 

• JISSの都民版 
• 水泳科学・医学研

究のための施設や
機材などの完備 

トレーニング 

• インバウンド留学 

• 小中学校での水泳教
育の普及 

• キャリア
形成支援 

• 経済支援 

国際会場で 
競技 

• 海外のジュニアと
の学びの接点 

• マス
ターズ
への参
加 
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